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「
日
本
後
紀
』
は
、
『
続
日
本
紀
』
に
つ
ぐ
勅
撰
の
歴
史
書
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
四
十
巻
の
う
ち
、
残
る
の
は
わ
ず
か
に

十
巻
で
、
四
分
の
三
が
欠
逸
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
す
べ
て
の
残

巻
に
欠
字
が
み
ら
れ
る
。

「
大
同
類
聚
方
」
に
関
す
る
大
同
三
年
（
八
○
八
）
五
月
三
日
条

㈲
は
、
巻
十
七
に
載
る
が
か
な
り
の
欠
字
が
あ
る
。
し
か
し
、
㈲

の
基
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
詔
文
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
⑤
．

都
立
中
央
図
書
館
⑥
所
蔵
の
「
大
同
類
聚
方
」
の
巻
頭
に
の
っ
て

い
る
。⑥

と
。
と
は
、
字
体
・
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
⑥
に
は
二
字
の

欠
字
と
「
伝
」
の
一
字
漏
れ
が
あ
り
、
㈲
に
は
欠
字
は
な
い
が
「
結
」

１
新
発
見
「
大
同
類
聚
方
」
に
関
す
る

大
同
三
年
五
月
三
日
の
詔
文

一
般
口
演

後
藤
志
朗

の
一
字
漏
れ
が
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
⑥
と
㈲
と
の
元
は
同
じ
で

あ
る
が
、
互
い
の
関
係
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③
⑥
㈲
三
点
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
㈲
の
欠
字
箇
所
を

補
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
佐
藤
方
定
（
の
り
さ
だ
）
が
『
奇
魂
」

中
で
提
示
し
た
「
大
同
類
聚
方
」
の
疑
問
点
を
解
決
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

『
大
同
類
聚
方
」
が
編
蟇
さ
れ
た
時
代
は
、
律
令
格
式
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
る
天
皇
中
心
の
中
央
集
権
的
な
官
僚
体
制
で
あ
っ
た
。

官
僚
体
制
は
、
天
皇
に
よ
り
授
け
ら
れ
る
官
位
相
当
制
に
よ
っ
て
、

そ
の
職
と
位
階
と
の
相
関
が
定
め
ら
れ
、
職
務
と
位
階
に
応
じ
て

職
田
・
位
田
・
封
戸
・
位
禄
・
季
禄
な
ど
を
国
家
か
ら
支
給
さ
れ

る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
。

詔
は
、
天
皇
の
御
言
を
宣
く
た
臨
時
の
大
事
で
あ
る
。
三
点
を

み
る
と
、
は
じ
め
の
詔
に
は
安
倍
・
出
雲
の
両
名
が
記
さ
れ
て
い

る
の
に
、
文
中
の
詔
に
は
安
倍
よ
り
官
位
の
低
い
出
雲
の
名
し
か

記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
文
中
の
詔
と
は
じ
め
の
詔
と
は
、

宣
く
た
時
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
官
位
の
上

下
関
係
を
厳
守
す
る
官
僚
体
制
の
下
で
は
、
官
位
の
高
い
安
倍
の

名
が
両
方
の
詔
に
な
け
れ
ば
矛
盾
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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文
中
の
詔
は
、
桓
武
天
皇
の
遺
命
に
よ
り
て
、
そ
の
時
の
右
大

臣
・
神
（
み
わ
）
王
が
宣
く
た
も
の
で
あ
る
。
神
王
は
、
桓
武
天
皇

と
同
年
の
生
ま
れ
で
天
皇
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
そ
の
上
、
天

皇
の
妹
を
妻
に
し
て
い
る
の
で
、
義
兄
弟
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

神
王
が
桓
武
天
皇
の
後
を
追
う
よ
う
に
莞
じ
た
た
め
、
五
月
三
日

以
前
（
先
是
と
あ
る
の
で
）
に
平
城
天
皇
の
御
言
を
宣
く
た
の
が
、

は
じ
め
に
あ
る
再
度
の
詔
で
あ
る
。
そ
の
時
に
医
師
で
な
い
安
倍

が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
彼
の
初
め
の
氏
姓
が
安
倍
小
殿
朝
臣
で
あ

り
、
平
城
天
皇
の
乳
母
・
安
倍
小
殿
朝
臣
堺
と
関
係
が
あ
り
、
多

く
の
伝
承
薬
を
所
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
以
下
の
こ
と
か
ら
⑥
○
の
元
文
が
、
㈲
の
基
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

江
戸
幕
府
や
水
戸
藩
な
ど
が
勅
撰
の
歴
史
書
の
整
備
・
復
元
に

努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
㈲
の
欠
字
箇
所
を
埋
め
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
な
の
に
文
体
・
内
容
は
、
③
と
同
じ
だ
が
⑪
㈲

に
は
欠
字
が
少
な
い
。
又
、
⑥
㈲
と
㈲
を
較
べ
る
と
、
極
・
極
、

昭
・
砧
、
流
・
汎
、
左
・
在
、
患
・
愚
、
思
・
恩
、
悪
・
恩
、
の

類
似
し
た
文
字
に
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
写
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
安
倍
の
名
が
、
⑪
。
で
は
真
貞
に
、
③
で
は
真
直
に

な
っ
て
い
る
。

本
邦
最
古
の
国
害
の
伝
存
目
録
と
し
て
知
ら
れ
る
「
本
朝
書
籍

目
録
」
の
「
大
同
類
聚
方
」
の
編
者
名
は
、
安
倍
真
貞
・
出
雲
広

貞
等
と
、
安
倍
は
真
貞
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
流
布
本
・
印

本
の
『
大
同
類
聚
方
」
で
は
、
す
べ
て
安
倍
は
真
貞
に
な
っ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

一
般
に
は
、
「
日
本
後
紀
』
に
あ
る
安
倍
真
直
の
記
載
に
よ
り
て

「
あ
く
の
ま
な
お
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
代
の
人
名

は
訓
み
に
よ
っ
て
自
由
に
字
を
当
て
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

③
で
真
貞
で
な
く
真
直
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
後
に
く
る
出

雲
広
貞
の
貞
と
区
別
す
る
為
で
、
訓
み
が
違
う
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
真
貞
の
貞
は
、
広
貞
の
貞
（
さ
だ
）
で
は
な
く
、
真
直
．

真
貞
が
同
じ
く
訓
め
る
「
ま
た
だ
」
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
安
倍

自
身
の
関
与
し
た
『
大
同
類
聚
方
』
中
の
真
貞
が
正
し
い
記
載
と

な
る
。
そ
し
て
、
真
貞
と
記
し
て
い
る
⑪
㈲
が
正
確
な
詔
文
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
故
に
、
⑥
。
の
元
の
詔
文
が
㈲
の
詔
文
の
基
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

（
平
塚
市
）


